
A：相談支援センターの広報

－パンフレット
－ちらし
－掲示物
－HP

相談支援センターが作成した

など

－院内情報誌
・市町村広報誌
・新聞などの記事

－テレビ番組

メディアなどでとりあげられた

など

1 鳥取県 国立大学法人　鳥取大学医学部附属病院
2 鳥取県 鳥取県立中央病院
3 鳥取県 鳥取市立病院
4 鳥取県 鳥取県立厚生病院
5 島根県 国立大学法人　島根大学医学部附属病院
6 島根県 松江赤十字病院
7 島根県 島根県立中央病院
8 岡山県 国立大学法人　岡山大学病院
9 岡山県 財団法人津山慈風会　津山中央病院

10 岡山県 総合病院岡山赤十字病院
11 広島県 国立大学法人　広島大学病院
12 広島県 広島市立広島市民病院
13 広島県 広島赤十字・原爆病院
14 山口県 国立大学法人　山口大学医学部附属病院
15 山口県 綜合病院山口赤十字病院
16 山口県 独立行政法人国立病院機構　岩国医療センター
17 徳島県 国立大学法人　徳島大学病院
18 徳島県 徳島県立中央病院
19 徳島県 徳島赤十字病院
20 香川県 国立大学法人　香川大学医学部附属病院
21 香川県 三豊総合病院
22 香川県 高松赤十字病院
23 愛媛県 独立行政法人国立病院機構　四国がんセンター
24 愛媛県 社会福祉法人恩賜財団　済生会今治病院
25 愛媛県 愛媛県立中央病院
26 高知県 国立大学法人　高知大学医学部附属病院
27 高知県 高知県・高知市病院企業団立　高知医療センター
28 高知県 高知県立幡多けんみん病院

No.
都道

府県
施設名



A.相談支援センター広報（リーフレット）
1.鳥取大学医学部附属病院



A.相談支援センター広報
（サポートブック 鳥取）

1.鳥取大学医学部附属病院

発行：鳥取県健康対策協議会
「鳥取県健康対策協議会」のホームページにも掲載
http://www.kentaikyou.tottori.med.or.jp/



A.相談支援センター広報（個別HP）
1.鳥取大学医学部附属病院



A.相談支援センター広報（ポスター）
1.鳥取大学医学部附属病院

がんセンター受付、各病棟に掲示



2.鳥取県立中央病院
A 相談支援センターの広報

写真を貼付

がん相談支援室
リーフレット
（三つ折）



がん相談支援室HP
（抜粋）

2.鳥取県立中央病院
A 相談支援センターの広報



院内無音TV
がん相談支援室広報

プログラム
（外来待合など）

2.鳥取県立中央病院
A 相談支援センターの広報



病院広報誌
がん相談特集
（赤れんが）

2.鳥取県立中央病院
A 相談支援センターの広報



2.鳥取県立中央病院
A 相談支援センターの広報

地元ケーブルTV
医療番組出演

（30分）

テーマ：「がんとの向き合い方」



Ａ 相談支援センターの広報（ホームページ）

ホームページトップから
“地域がん診療連携拠点病院”
クリックで
“がん総合支援センター”の
ページが開けます

3.



Ａ 相談支援センターの広報（パンフレット、掲示物）

がん総合支援センターのパンフレットは
化学療法、放射線療法、緩和治療対象
病棟の入院患者さんには必ずお渡しし
ます。

受付に掲示しています

3.



A 相談支援センターの広報

4.鳥取県立厚生病院

がん相談支援室の紹介パ
ンフレットの表三つ折りにし
て配布しています。



ファイルを貼付

がん相談支援室の案内パンフレットの裏です。院内受付付近・各病
棟・外来・地域の病院・診療所に配布。また、同じものをホスピジン
に載せています。

A 相談支援センターの広報

4.鳥取県立厚生病院



ホームページを３つのスライ
ドに分割しています

A 相談支援センターの広報

4.鳥取県立厚生病院



ホームページの２枚目

A 相談支援センターの広報

4.鳥取県立厚生病院



ホームページの３枚目

A 相談支援センターの広報

4.鳥取県立厚生病院



5.島根大学医学部附属病院

A：相談支援センターの広報（リーフレット）

小冊子コーナーにお
き、患者さんが自由に
手にすることができる。

腫瘍センター入院時
に、患者さん全員に
手渡している。



5.島根大学医学部附属病院

A：相談支援センターの広報

島根県発行「フォトしまね」 出雲市発行「広報いずも」

がんに関する県民意識調査にて、「がん相談支援センターを知らない」と答えた
県民が７割にのぼるという結果が出た。その結果を受け、がん相談支援センターの
広報活動の一環として、県と市の広報誌への掲載となった。



松江赤十字病院 がん相談支援センター

相談日： 月曜日～金曜日（休日を除く）

時間 ：8時20分～16時50分

対象 ：がん患者、家族、地域の方など当院の患者、

家族に限らず、どなたからのご相談にも対応。

場所：本館1階 医療社会事業部内

相談料 ：無料

電話 0852-32-6901（直通） 0852-24-2111（代表）

FAX 0852-24-3296 

E-mail： gan-soudan@matsue.jrc.or.jp



A がん相談支援センターのチラシ

6.松江赤十字病院



A ホームページ
6.松江赤十字病院



A 院内・院外広報

6.松江赤十字病院



A ｆａｃｅｂｏｏｋの活用
6.松江赤十字病院



A 島根県のHP 「しまねのがん対策」ページ
6.松江赤十字病院



A 新聞記事（ピンクリボン運動）

6.松江赤十字病院

山陰中央新報に掲載

（カラコロ秋まつりで
のピンクリボン運動）

山陰中央新報に掲載
（がん啓発イベント）



A イベント時の広報

ライトアップ

コンサート

秋祭り

コンサート

講演会

6.松江赤十字病院



A ラジオによる広報

ラジオ放送

「松江日赤メディカルトーク」

エフエム山陰 「朝ピタ」内 77.4ｍｈｚ

1月22日（金） 9時ころ～ 10分間

テーマ 「肝臓がんについて」
益村アナウンサーと消化器内科 内田副部長の対談

•次回放送予定

2月26日 「大腸がん」 消化器内科 串山先生

ラジオ放送

「松江日赤メディカルトーク」

エフエム山陰 「朝ピタ」内 77.4ｍｈｚ

2月26日（金） 9時ころ～ 10分間

テーマ 「大腸がんについて」
益村アナウンサーと消化器内科 串山副部長の対談

次回放送予定

3月26日 「子宮頸がん」 産婦人科 副部長 藤脇先生

6.松江赤十字病院



A ショッピングモール
にてティッシュ配布

6.松江赤十字病院



A：広報（ポスター）
がん相談支援センター

←がんサロン

セカンド
オピニオン→

7.島根県立中央病院



A：広報（ホームページ）

医療連携・医療相談科

がん相談支援センター

7.島根県立中央病院



8.岡山大学病院

A広報 ポスターとロゴマーク

人

ハート

桃

若葉



がん在宅療養パンフレット

8.岡山大学病院

A広報 リーフレット



8.岡山大学病院

A広報 ホームページ
総合患者支援センター
ホームページ

岡山県がん診療連携協議会
ホームページ
http://www.okayama-ganshinryo.jp/



8.岡山大学病院
A広報

市民公開講座の開催

院内でのパネル展示



9.津山中央病院

A.相談支援センターの広報

病院の日・看護の日
のイベントなどでも
コーナーを設け、
広報しています



A.相談支援センターの広報

9.津山中央病院

名称 がん診療相談支援センター

電話 0868-21-8111 (内線３８３６）

ＦＡＸ 0868-21-8200 

担当 社会福祉士 山本

利用内容

受付時間 病院営業日 9時～16時
（第1・3土曜 9時～12時）

利用対象者の制限 特になし

予約の要否 不要

利用料金 無料

相談時間 30分
緩和ケアチーム ○

セカンドオピニオン外来 ○

専門医による放射線
治療(※)

○

当院ホームページ

がん診療相談支援ｾﾝﾀｰの
ページより抜粋



A.相談支援センターの広報

9.津山中央病院

がんサロン和みのご案内

２ヶ月に１回、偶数月の

第１土曜日に開催しています

ミニレクチャーの後、茶話会
を行っています



A：相談支援センターの広報10.岡山赤十字病院

パンフレット

A4サイズで印刷しています

電光掲示板（院内）

外来待合室などで随時掲載されています



A：相談支援センターの広報10.岡山赤十字病院

病院ＨＰ内



A：相談支援センターの広報10.岡山赤十字病院

開設時に院内広報（医療者向け）へ掲載

（事前に医療者へ説明会を行う）

開設時に院内広報（一般向け）へ掲載

（市民公開講座にて説明会を開催）



A：相談支援センターの広報

山陽新聞の地方欄へ掲載

10.岡山赤十字病院

山陽新聞に掲載
2007年9月4日

（相談支援センターに
専従職員配置）



11.広島大学病院

A：相談支援センターの広報（パンフレット、ちらし、ホームページなど）

がん相談室リーフレット表面

がん相談室リーフレット裏面



11.広島大学病院

A：相談支援センターの広報（がん医療相談室だより）

がん医療相談室だより
H24.4 月～

内容：①今月のおすすめ
②知識のいずみ
③サロン開催結果
④お知らせ



11.広島大学病院

A：相談支援センターの広報（サロン案内のちらし、ポスター）

おしゃべり会，患者サロンチラシ



11.広島大学病院

A：相談支援センターの広報（中国新聞に取材に来てもらいました）

新聞などの記事

がん相談を取材していただきたいと
当院広報から新聞社に依頼しました。 反響ありました

中国新聞に掲載
2012年10月31日

（相談支援センター・患者サロン）

新聞に掲載
（似顔絵セラピー）



12.広島市立広島市民病院
A相談支援センターの広報

パンフレット/A５サイズ
院内のラックなどに置いています。



12.広島市立広島市民病院
A相談支援センターの広報 ホームページ上の広報



●相談支援センターに来室
された患者さんやご家族へ
配布している

●掲示板に貼っている

A.相談支援センターの広報

13.



●「入院の案内」の冊子に
入れ，入院される患者さん
には目に触れるようにして
いる

A.相談支援センターの広報

案内図

13.



総合相談支援センター
トップページ > 当院のがん治療 > 総合相談支援センター

総合相談支援センターについて

当院では、地域のみなさまの医療費や制度等様々な相談に対応できるよう、
専任者を配置した相談窓口を設置しています。

病気に関する疑問や心配ごとについてご相談をお受けしますので、どうぞご
利用ください。

お問合せ先

総合相談支援センター
TEL （082）241-3111（代）内線(3212) 
FAX （082）504-6676

A.相談支援センターの広報（ホームページ）

13.



14.山口大学医学部附属病院A 相談支援センターの広報

「入院のしおり」に相談
室を掲載しています。

また相談室前に関連冊子
の配置や「患者サロン」
の広報を行っています。



相談支援センターでは、多くのがん患者さまやご家族の皆さまと、がん治療・緩和ケア・在宅緩和ケアなど
の選択に関して、ともに考え支援させていただきますので、どうぞお気軽にご相談下さい。

相談支援センターでは、以下のことを行っています。
• 各がんの病態、標準的治療法などがん診療に関する一般的医療情報の提供
• 地域の医療機関や医療従事者に関する情報の紹介
• セカンドオピニオン外来が可能な医師の紹介
• 療養上の相談や医療費や介護サービスなどの相談と情報提供
• 地域のかかりつけ医、診療機関、在宅療養支援診療所などとの連携、

情報提供
• 山口市在宅緩和ケアセンターの事業とタイアップし、在宅を支援
≪場所≫
山口赤十字病院 相談支援センター
（正面玄関入り口右手側）
≪相談日時≫
月曜日～金曜日（祝祭日除く）

8：3０～１7：００
≪受付方法≫ ご予約は不要です
電話/FAXで予約を受け付けています
相談は無料です
相談電話/FAX：083-923-0380（直通）
相談電話/TEL： 083-923-0111（代）内線2145
≪相談担当者≫
相談担当は主に看護師、医療ソーシャルワーカーが担当致します
相談内容により、相談内容に合う専門の担当者がご相談をお受け致します

相談支援センターは、患者さまやご家族のほか、地域の方々はどなたでもご利用いただけます。
また、相談内容や個人情報の秘密事項は厳守致しますので、ご安心下さい。

相談支援センターのご案内

相談支援センター

15.綜合病院 山口赤十字病院 A：相談支援センターの広報 （院内掲示ポスター）



MEMO

山口赤十字病院
相談支援センター

（正面玄関右手側）

相談支援センターのご案内

ご予約は不要です
電話/FAXで予約を受け付けています

相談電話/FAX：083-923-0380 （直通）
TEL : 083-923-0111(代）内線2145

A：相談支援センターの広報 （リーフレット 表）15.綜合病院 山口赤十字病院



≪受付方法≫
ご予約は不要です
相談電話/TEL：083-923-0111（代）内線2145
相談電話/FAX：083-923-0380（直通）
≪相談担当者≫

相談担当は主に看護師、医療ソーシャルワーカーが
担当致します

相談内容により、相談内容に合う専門の担当者が
ご相談をお受け致します

相談支援センターは、患者さまやご家族のほか、
地域の方々はどなたでもご利用いただけます。
また、相談内容や個人情報の秘密事項は厳守
致しますので、ご安心下さい。

＊各がんの病態、標準的治療法などがん診療に
関する一般的医療情報の提供

＊地域の医療機関や医療従事者に関する情報の
紹介

＊セカンドオピニオン外来が可能な医師の紹介
＊療養上の相談や医療費や介護サービスなどの

相談と情報提供
＊地域のかかりつけ医、診療機関、在宅療養支援

診療所などとの連携、情報提供
＊山口市在宅緩和ケアセンターの事業と

タイアップし、在宅を支援

相談支援センターでは、多くのがん患者さまやご家族の皆さまと、
がん治療･緩和ケア･在宅緩和ケアなどの選択に関して、
ご相談をお受けします。

どうぞお気軽にご相談ください。

相談支援センターでは、以下のことを行っています。

≪場所≫
山口赤十字病院 相談支援センター

（正面玄関入り口右手側）
≪相談日時≫

月曜日～金曜日（祝祭日除く）
8：30～17：00 相談は無料です

A：相談支援センターの広報 （リーフレット 裏）15.綜合病院 山口赤十字病院



Ａ 相談支援センターの広報（ちらし）

＊ちらしは院内相談室前のラックや各科外来窓口・化学療法室等に設置。

16.



Ａ 相談支援センターの広報（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

＊病院HPトップから‘地域がん診療連携拠点病院’を
クリックするとがん相談のページへ

16.



17.徳島大学病院

↑院内へ相談窓口(地域医療連携センター)
の案内を配布。

A.相談支援センターの広報

↑入院案内に相談窓口の案内を掲載



A.相談支援センターの広報
↓ 院内広報紙へ掲載

↙がんサロン
当院では，2010年3月より，がん患者さんやご家族の交流の場として
「がんサロン」を開設しています．
毎回，10名程度の参加者がお茶を飲みながら和やかな雰囲気で，
がんの療養体験や体験を通して感じた気持ちについて語り合っています．
参加者のがん種やステージは様々ですが，参加者からは，「サロンに
参加するまでは1人で悶々と悩んでいたけれど，サロンに参加して，
同じような悩みを持っている人と話ができて気持ちが楽になった」
「同じがんを患っているからこそ分かり合えることがある」といった

話が聞かれます．サロンには，臨床心理士や医療ソーシャルワーカー，ボ
ランティアスタッフが参加しています．
また，がんに関する書籍も揃えており，貸し出しもしています．
がんの療養生活は，不安や辛さをともなうこともありますが，

サロンに参加して，「ほっと」する一時を過ごしていただければと思っていま
す．

17.徳島大学病院



院内がん患者教室に
て相談支援センター
の案内を資料へ添付

A.相談支援センターの広報
17.徳島大学病院



A.相談支援センターの広報
徳島県からの委託事
業。相談支援、情報
提供を当院が担当し
ている。

↑ 徳島がん対策センターホームページ

↑ 徳島がん対策センター相談窓口の案内(名刺大)

↕ 徳島がん対策センターパンフレット(A4サイズ二つ折り)

17.徳島大学病院



A.相談支援センターの広報 徳島新聞社より徳島が
ん対策センターにオ
ファーのあった「がん
何でもQ&A」を利用
した相談支援センター
のPR

17.徳島大学病院

徳島新聞に掲載
2011年5月20日

徳島新聞に掲載
2012年11月28日

徳島新聞に掲載
2013年1月28日



18.徳島県立中央病院

A相談センターのご案内



A相談センターのご案内
18.徳島県立中央病院



A相談センターのご案内
18.徳島県立中央病院



19.徳島赤十字病院

A：相談支援センターの広報
（パンフレット、チラシ、HPなど） ①

＜パンフレット設置場所＞

・各診療科外来診察室
・各診療科外来待合室
・各入院病棟デイルーム
・入院のしおり一式内
・各入院病室病院案内

ファイル内
・医療相談支援センター
・地域国際交流スペース

etc・・・



A：相談支援センターの広報
（パンフレット、チラシ、HPなど） ②

院内情報表示システム（メディネット）
での医療相談支援センターの案内（一例）

チラシ・広報掲示での
医療相談支援センターの案内（一例）

19.徳島赤十字病院



A：相談支援センターの広報
（パンフレット、チラシ、HPなど） ③

医療相談支援センター ホームページ （一例）

項目内容
毎に作成

19.徳島赤十字病院



A：相談支援センターの広報

相談支援室が作成したもの

表面 裏面

(配布用)
平成23年4月リニューアル時に作成
平成24年より入院時のしおりに入れ入院患
者全例に配布

(掲示用)
平成24年院内掲示、諸機関の
掲示用に作成

20.



A：相談支援センターの広報

相談支援室が作成したもの活用の一部

(配布用)
がん情報サービス冊子と並べて
各診療科外来待合室、がん診療相談支援室
エレベーターホールなど各所に設置
冊子の補充は、がん専門相談員が実施

(掲示用)
院内掲示許可を得て、病院内(外来･病棟)
各所に掲示。
病棟内掲示は病棟師長の協力を得て実施。

20.



A：相談支援センターの広報

相談支援室に関するHP 一部
例) 香川大学医学部附属病院→腫瘍センター→がん診療相談部門

特殊診療施設の項目に
「腫瘍センター」

「がん診療相談部門」
「がん患者サロン」

項目あり

http://www.med.kagawa-u.ac.jp/~ccc/conference/index.html

20.



A：相談支援センターの広報

がん患者サロンの案内(HP･チラシ)

「がん患者サロン」
項目あり

2か月毎
(奇数月第3金曜日)
14時～16時開催

20.



A：相談支援センターの広報

近隣図書館での広報活動

平成24年12月より
志度図書館、寒川図書館の

「医療･看護コーナー」で掲示、
今後どのような協働が可能か検討中

20.



A：相談支援センターの広報

メディアでとりあげられたもの

平成23年4月、窓口新設の取材記事。
(四国新聞･朝日新聞)

20.

四国新聞に掲載
2011年4月17日
（相談窓口新設）

四国新聞に掲載
2011年5月24日
（相談窓口新設）



21.三豊総合病院

A：相談支援センターの広報（パンフレット等）

パンフレットは院内各所にあるパンフレットラックに設置している。



A：相談支援センターの広報（ホームページ）

病院HPトップページから「地域がん診療連携
拠点病院」→「がん相談支援センター」へ

21.三豊総合病院



22.高松赤十字病院
A．相談支援センターの広報

地方紙「四国新聞」が、毎月
第１日曜日に発行している
「健康新聞」に『がんＬｉｆｅを
考える」というコーナーがあ
ります。2013.3.3. 当院の吉

澤副院長が、「がん相談支
援センター」の利用について
呼びかけた記事が掲載され
ました。

四国新聞が発行している
健康新聞に掲載
2013年3月3日

（相談支援センターの利用）



A．相談支援センターの広報

患者図書室「ひだまり」が毎月発行する『こもれび』で、がん相談支援センターの利用を呼び掛けています。

22.高松赤十字病院



（23.四国がんセンター） A.相談支援センターの広報

パンフレット 案内ポスター



（23.四国がんセンター） A.相談支援センターの広報

ホームページ



（23.四国がんセンター） A.相談支援センターの広報
愛媛県緩和ケア推進センター パンフレット

（緩和ケアの推進と県内の相談支援室の案内を掲載）



1

（24.済生会今治病院） A.相談支援センターの広報

① ②

③

①患者サロンとして常設のスペースがあり、情報提供や相談
ができます

②院内掲示ポスター
③病院広報誌で情報発信



2

A.相談支援センターの広報
① ②

③

①ホームページ上の案内
②相談支援センターのリーフレット
③定期的に地域へ出向いて健康相談会を
開催

（24.済生会今治病院）



3

A.相談支援センターの広報

① ③

①患者家族サロンの新聞記事
②患者家族サロンの案内
③患者サロン〝ほほえみ〟のリーフレット

②

（24.済生会今治病院）

愛媛新聞に掲載
（患者サロン開設）



Ａ 相談支援室の広報 25.愛媛県立中央病院



Ａ 相談支援室の広報

がん患者さんやご家族が、思いを語り合う場です。
どうぞ、お気軽にお越しください。

対 象：がん患者さん・ご家族
（受診している医療機関は問いません）

日 時：毎月第１火曜日 15時～16時30分
場 所：周産期センター7階研修室
事前申し込み 不要 参加費無料

各月、以下の職員も参加しますので、
簡単な相談もできます。

開催日 お待ちしています

３月５日(火) 管理栄養士
食事のことなら何でも

４月９日(火)
＊４月のみ第２火曜日
に変更しています

がん化学療法看護認定看護師
抗がん剤の副作用のケア

ポスター掲示するとともに３つ折りにして、
自由に持ち帰りし易いようにしています。25.愛媛県立中央病院



公開講座のお知らせ

• 愛媛県広報誌
毎月１日各社新聞内に折り込み

• 開催する月または、１ヶ月前に掲載

 病院内に掲示。

 持ち帰り用リーフレットあり

 開催１～２週間前程度に掲載

Ａ 相談支援室の広報 25.愛媛県立中央病院



愛媛新聞～えひメディカルに掲載
医 療

Ａ 相談支援室の広報 25.愛媛県立中央病院

愛媛新聞に掲載
（市民向け公開講座）



26.高知大学医学部附属病院 Ａ：相談支援センターの広報

パンフレット ホームページ

1



26.高知大学医学部附属病院 Ａ：相談支援センターの広報

広報紙 がんサロン案内

2



26.高知大学医学部附属病院 Ａ：相談支援センターの広報

市民公開講座案内

3



27.高知医療センター

A相談支援センターの広報

がん相談窓口に関する
パンフレット



がん相談窓口に関する
パンフレット

 

      がん相談窓口 
高知医療センターでは、患者さんやご家族の方はもとより、地域

の皆様からのがんに関する疑問や不安、悩みに対応するために、「が

ん相談窓口」を「まごころ窓口」に設置しております。 
相談員は専任の看護師や医療ソーシャルワーカーが、皆さんのお話

を伺い、医師、薬剤師、栄養士、リハビリ専門職といった病院スタ

ッフと連携をとりながら、問題を解決するお手伝いをいたします。 
がん相談のスタッフは医療センターの職員ですが、患者さんの立場

にたってお話を伺います。そのうえで病院とは切り離した部門とし

て対応していきます。 
秘密は厳守いたします。 
・ 相談時間 月～金曜日９：００～１６：００ 

（祝日、年末・年始を除く） 

・場所    1 階まごころ窓口（正面玄関を入り、左手） 

・相談方法  来訪による対面相談（まごころ窓口相談室での相談） 

       電話相談 ０８８（８３７）６７７７（まごころ 

窓口）または０８８（８３７）３０００ 

（高知医療センター）で｢がん相談｣へと 

注）がん相談は治療方針を決定するところではありません。 

 

 

たとえばこんなとき・・・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❤「がん」に関するさまざまな悩みをご一緒に考えていきたいと

思います。お気軽にご相談ください。 
 

受診するにはどうし

たらいいのか 
治療法について決

心がつかない 
セカンドオピニオン

の手続きについて 

医療費、生活費、介護保

険や身体障害者の手続

きやサービスについて

知りたい 

先生に聞きたいこと、言いた

いことが言えずに悩んでいる 

気持ちが落ち着

かない、話を聞

いてもらいたい 

家族や仕事のことで悩んでいる 

家庭での療養や介護のことを

知りたい 

自分のがんについて知りたい ご家族の方も支えます 

緩和ケア（ホス

ピス）について

知りたい 

27.高知医療センター

A相談支援センターの広報



緩和ケアに関する
パンフレット

27.高知医療センター

A相談支援センターの広報



緩和ケアに関する
パンフレット

27.高知医療センター

A相談支援センターの広報



代替医療に関する
パンフレット

27.高知医療センター

A相談支援センターの広報



代替療法に関する
パンフレット

１） 補完代替医療とは 
・「補完医療（コンプリメンター・メディシン）とは従来の医学

的な治療に加えて「補足的に」他の施術、療法を行うときに用い

られています。 
・「代替医療（オルターネイティブ・メディシン）」は「何かの変

わりに」という意味で「通常医療にとって代わる」という意味に

なります。 
 

２）補完代替医療にはどのようなものがあるの 
保険診療にならない医療のことで、具体的には健康食品、鍼・灸、

アロマテラピー、気功などの伝統医療や民間療法、そして、遺伝

子治療などの先進医療も含まれます。 
 
３）代替医療の詳しい情報について厚生労働省の研究班が作成し

た「がんの補完代替医療ガイドブック」があります。 
・高知医療センター「なるほどライブラリー」に掲示しています。 
・インターネット「がん補完代替医療ガイドブック」で検索。 
・高知医療センターの「がん相談員」にお尋ねください。 
 
４）補完代替医療の効果や副作用について 
現段階で、がんの治療効果が科学的に証明されたものはありませ

ん。不安な気持ちを落ち着けるためや、食事が充分摂取できない

場合にサプリメントで補うなどの目的で使うのであれば意義が

あります。中には、抗がん剤治療や放射線治療の効果を軽減した

り、副作用を強めたりすることがわかっているものもあるので、

補完代替医療を併用したい時は、必ず主治医や看護師に相談して

ください。 
 
※ 補完代替医療とのつきあい方５カ条 
１．関心のある補完代替医療について科学的な根拠を集めよう 
２．いま受けている治療に悪影響がないか、担当医に確認しよう

３．健康食品・サプリメントには、副作用があるものもある 
４．「がんが治った」体験談や「免疫力が高まる」といった宣伝

文句には要注意 
５．自分にとって効果はあるのか、費用や期間が妥当か、冷静に

考えよう 

☢ 補完代替医療のみは危険です。詳しくは 

「がんの補完代替医療ガイドブック」を 

ご覧ください 

27.高知医療センター

A相談支援センターの広報



セカンドオピニオンに関す
るパンフレット

27.高知医療センター

A相談支援センターの広報



セカンドオピニオンに関す
るパンフレット

 
Ｑ．セカンドオピニオンはどのようなときにするの？ 
Ａ・主治医に診断や治療方針の説明を受けたが、どうしたらいい 

か悩んでいるとき 
・いくつかの治療方針を提示されたが、迷っているとき 
・ほかに治療法はないかと迷っているとき 

 
Ｑ．主治医の機嫌を損ねたりしませんか？ 
Ａ・今日では他の専門病院で見解（セカンドオピニオン）を聞く

ことは患者さんの当然の権利であると考えられています。主

治医の機嫌よりも大切なことがあるはずです。 
  なんとなく遠慮だとか、信頼できないとか、いろいろあると 

思いますが思い切って疑問をぶつけてください。患者さんの 
ことを第一に考えてくれる医師なら必ず理解を示してくれ 
るはずです。 

 
Ｑ．セカンドオピニオンを受けるとき、準備すること、注意する

ことはありますか？ 
Ａ・ご自分の病状を詳しく把握しましょう。 
・病期（ステージ）を確認しましょう。治療法は病期（ステー

ジ）によって異なります。 
・あなたの病状を一番よく知っているのは主治医です。疑問点

は先に主治医に聞いてからセカンドオピニオンで何を聞き

たいかをはっきりさせましょう。 
・主治医に紹介状、検査データー（ＣＴ・ＭＲＩ・エコー・ 
 病理検査・血液検査など）の準備を依頼しましょう。 

・ 手続きはご本人、ご家族でおこないます。 
・ 受け入れ先に確認しましょう。 

受診前に希望される病院に連絡し、予約方法、持参する資料、

費用などを確認しましょう。 
 
Ｑ．セカンドオピニオン医は、どうやってさがせばいいの？ 
Ａ・担当医に相談するのもひとつの方法ですが、同じような医師

のところへ行くと同じ治療法をすすめられることもあり、ど

ういったタイプの医師に依頼するかは重要なポイントです。

  書籍、新聞、インターネットなどを参考にして慎重に考えま

しょう。 
 
※ご不明な点がありましたら、がん相談員も一緒にお手伝いしま

すのでまごころ窓口に声をかけてください。 

27.高知医療センター

A相談支援センターの広報



がん相談窓口に関する
リーフレット

27.高知医療センター

A相談支援センターの広報



患者会に関する
リーフレット

27.高知医療センター

A相談支援センターの広報



写真を貼付

写真を貼付

写真を貼付

写真を貼付

がん相談窓口に関す
るホームページ
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A相談支援センターの広報
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写真を貼付

写真を貼付
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がん相談窓口に関す
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27.高知医療センター

A相談支援センターの広報
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写真を貼付

写真を貼付
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27.高知医療センター

A相談支援センターの広報
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写真を貼付

写真を貼付

写真を貼付

がん相談窓口に関す
るホームページ

27.高知医療センター

A相談支援センターの広報



写真を貼付

写真を貼付

写真を貼付

がん相談窓口に関す
るホームページ

27.高知医療センター

A相談支援センターの広報



28.高知県立幡多けんみん病院

ファイルを貼付

ホームページ中の
がん相談窓口の案内

A.相談支援センターの広報



← 案内ちらし

A.相談支援センターの広報

↑ 院内情報誌
「News Letter」

28.高知県立幡多けんみん病院




